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VLと Lが DMと DLより高かった．各部位での
比較では，DMのβ–エンドルフィンの発現は，
高速運動群がコントロール群より有意に高く，
DLでは高速運動群が低速運動群より有意に高
かった．視床下部弓状核でのβ–エンドルフィン
の発現には各群に有意差は認められなかった．
【考察】
運動により血漿コルチコステロン濃度が上昇し
たことから，運動負荷を与えると，速度に関係な
くストレスが発生している事が示唆された．しか
し，PAGでのβ–エンドルフィンの発現は，高速
運動群が他群と比較して上昇していたことから，
脳内でのβ–エンドルフィンの発現には，ある一
定以上の負荷が必要である事が明らかとなった．
また，部位別での発現状態から，β–エンドル
フィンは，PAGの VLや Lに多く発現する等の
部位特異性があることがわかった．さらに，運動
を負荷すると，DMや DLでの発現も増加する事
から，これらは抗ストレス反応を示していること
が推測された．視床下部弓状核での発現には各群
に有意差が認められなかったことから，PAGに
発現するβ–エンドルフィンは，扁桃体中心核か
らの入力が関与していることが示唆された．
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